
令和６年度第１回長野県動物愛護管理推進懇談会 

 

・開催日時：令和６年６月 11日（火） 午後１時 30分から午後３時 30分 

・開催場所：長野県庁西庁舎１階 110号会議室 

・出席構成員：竹田構成員、佐藤構成員、片桐構成員、降籏構成員、古山構成員、徳間構成員、大

河内構成員、半田構成員代理、大原構成員代理、矢島構成員、福井座長 

 

１ 開会 

２ 食品・生活衛生課長あいさつ 

３ 会議事項 

（１）令和６年度長野県動物愛護管理推進懇談会について 

   事務局から説明 

（２）長野県動物愛護推進計画の施策体系及び数値目標 

（３）長野県動物愛護管理推進計画の令和５年度進捗状況の経過報告 

   事務局から説明 

 福井座長 

・数値目標が既にだいぶ良い数字というか、目標が達成できているものもある。 

これを維持していくということであるが、問題課題の大きな点が２つあり、一つが狂犬病予防

注射の実施率と、あと犬の引き取り頭数が、昨年は多く多頭飼育等の対応等ということであっ

たということ。 

・狂犬病予防注射で年々上下しているが、なかなか思うようにコントロールできていないのかな

というふうに考えているが、その辺を中心にご意見をいただきたい。 

 徳間構成員 

・狂犬病の予防接種を１回受ければ、翌年も毎年接種するハガキが市町村から来るが、犬が死亡

した際の手続き等の明確な方法論を知らない方が多いと思う。ここのところ、飼っている犬を

亡くしたという話を数多く聞いているが、死亡時の手続き等の具体的な方法について、行政か

らもっと示してもらいたい。 

事務局 

・死亡時の届け出について、犬の登録につきましては、各市町村で犬の原簿登録で管理をしてお

り、自治体によっては、犬が死亡した場合にはお住まいの市町村に電話してくださいと、ホー

ムページに掲載している場合もある。 

・電話で死亡届を受けるところもあれば、電子化も進んできており、インターネット上で電子申

請とかできるという、取り組みを行っている市町村もあると思う。 

 大河内構成員 

・事務局から説明のあった通り、本市では電子申請等も行っており、また電話でも直接受け付け

ている。その周知についてはホームページや広報で狂犬病予防注射のお知らせをする際に死亡

している場合の届出を周知している。また、春の有線放送や市内の大型モニターや市役所内で

の市政情報モニターを利用したり、ラジオで狂犬病予防注射について周知をする際に併せて周

知を行ったりしている状況。 

 半田構成員代理 

・松本市も同様であり、ホームページ、SNS等で周知している。今年は飼い主さんに渡す犬の鑑

札が入った封筒に犬を飼った場合の必要な手続きや飼い主として守っていただきたい飼い主



の責任義務についてのリーフレットを作成し同封している。 

 福井座長 

・狂犬病予防注射の集合注射日程について送付するハガキにも当然書いてあると思う。今後も普

及啓発を行い、死亡時の届け出をしてもらうということを徹底してお願いしていくことが必要。 

 徳間構成員 

・犬が死亡したら、放っておく飼い主が多いと思う。そのため、注射率が下がるのではないか。 

私の犬が死亡したのが、多分 10 年前だったと思うが、死亡届をだしたものの、毎年ハガキが

来る。 

 大河内構成員 

・今後のために何か効果的な方法があれば教えていただきたい。 

・行政が周知としての情報発信をしているが、その情報を積極的に取りに行く人がいないと情報

が得られないという話だと思う。 

・逆に市民の皆さんから、どのように行政が発信したら情報を得ることができるかという何かア

イディアがあれば、教えていただきたい。 

・ずっと登録を抹消されていないという立場から、こうすれば分かるという例が何かないか。 

徳間構成員 

・動物病院で基本的にワクチン等を接種するが、対応が一元化されていないので、接種が徹底さ

れていないと思う。狂犬病予防法に違反するという事実があるから、もっと罰則規定というも

のを表に出すことが必要。 

・受けさせない人たちは、狂犬病は日本にないから、受けさせなくていいと言う理解になってい

るという話をよく聞く。 

 ・やはり、一生懸命に行政か動物病院からか、啓発する必要がある。絶対に受けさせないといけ

ないというアピールが必要。 

 ・伝染病ワクチンはきちんと受けさせる飼い主は多いが、狂犬病を受けさせる飼い主は少ない。 

 福井座長 

・狂犬病の怖さをもっと示す必要があるかもしれない。ずっと周知しているつもりではあるが、

今後見直さなくてはいけない。 

 降籏構成員 

・私の病院には７名の獣医師がいて、毎月打ち合わせ会議を行っているが、先日、同様の話題が 

 あった。 

 ・今まで狂犬病の予防注射の接種率が長野県は全国で１位２位であったが、近年、４位に下がっ

ているとの話をしたが、獣医師７人全員が長野県の出身者でおらず、皆県外出身者であった。 

 ・その獣医師からのコメントで、「長野県の人は本当に真面目だ」とのこと。その理由を聞いた

ところ「コロナ禍で外出禁止をしたから、接種率がこれだけ低下したのではないか」とのこと。

コロナの規制が解除されたので、今後、接種率上がるよって言っていたので、今年の接種率が

非常に楽しみである。 

 片桐構成員 

 ・狂犬病の予防注射の接種は、ほとんどの市町村と一緒に長野県獣医師会が推進しているが、そ

れぞれの地区の支部において、今年度の集合注射の計画のほとんどの日程が終ったところだと

思う。 

・実は支部（地区）よって多少の差があるが、コロナ禍の中で接種率が特に減ったという支部も

ないように思う。傾向としては毎年３パーセント前後接種頭数が減っている。中には減少して



いない支部（地区）もあるので、長野県獣医師会では、ほぼ例年同様だと思う。 

・狂犬病予防注射事業は、（一社）長野県獣医師会として長年関わってきた。それぞれいろいろ

の考え方もあると思うが、やはり狂犬病予防法という法律によって定められた病気ということ

で戦後撲滅されて以降、狂犬病の発生もなく今まで来ている。 

・これまで、狂犬病の拡大を抑えられたのは、空港や港などからか狂犬病のキャリアの動物等が

入ってきても、殆ど狂犬病ウイルスが広がらないで済んでいたというのは、確実に日本では、

狂犬病予防注射を犬がしていたから、侵入を防ぐことができたということを、もっと認識して

もらう必要がある。 

・そのためにも、行政にお願いしたいことは、近年、獣医師会が行う狂犬病予防注射の接種率が

県内における割合がだいぶ落ちてきており、獣医師会以外の獣医師が近年だいぶ増えている。

そのため、獣医師会の指導が及ばない獣医師が増えているので、会員外の獣医師に対する指導

等について、今後相談しながら、接種率の上昇に努力していかなくてはならないと考えている。 

・県の推進計画の数値目標 12 年度までに 97%を達成することが、本当にできるのかなという気

持ちでいるが、近い数値になるように、協力していきたい。また、懇話会の構成員の皆様方に 

 知恵をお借りしていきたいと思う。 

 降籏構成員 

・狂犬病の病気がどういうものか理解するために、南アフリカ共和国の狂犬病に発症している犬

の映像が一番効果的と考えているが、やはり子供に見せるとトラウマにならないか心配してい

るほど、インパクトがある。 

 ・そのビデオを積極的に使用するのには、躊躇するぐらいインパクトの強いビデオである。病院   

  の愛玩動物看護師達にそのビデオをみせたところ、言葉とは違い、すごい強烈なインパクトを 

持ってもらい、彼らが周りの人たちにアピールをしてくれてるということで、私はことあるご

とにそのビデオを見せている。長野県人の真面目さを利用することも必要だと思う。 

 竹田構成員 

・去年もちょうど１年前に同じことを発言したが、人と同様に動物にもお薬手帳とか、あるいは

赤ちゃん手帳のようなものを飼い主さんに配布することも大事ではないかと思う。 

・その手帳にいつ狂犬病予防注射をうけたとか、あるいは話がずれるが、猫の場合だと、マイク

ロチップの情報等が確認できるような手帳があるとよい。誰が作るかという点では、獣医師会

だけではなく、製薬会社に提案したらいいと思う。 

・先ほどのお話にあったとおり、獣医師会に所属していない開業獣医師がいるとのことなので、

万遍なく動物病院に配ることを是非、長野県が多分全国にも前例がないと思うので、率先して

やってもらえば、長野モデルみたいなのが作れるのではないかというふうに思った。 

 ・犬の引き取り頭数について、多頭飼育崩壊が発生するごとに数が上下することはよく分かるが、

今後のことを考えると潜在的なその引き取り頭数というか要はリスク管理として、現状そのど

れだけその多頭飼育で、要は問題のある多頭飼育が各保健所の管内にどれだけあるかをある程

度把握した上で、一気に数が増えるとのではなく、多少なりとも少しずつ指導しながら数値目

標の頭数に向けて到達させていく方法が取れないかなと思った。 

 福井座長 

ありがとうございました。 

事務局 

・竹田構成員から意見のあった最後の部分について、犬については鳴き声で分かるので、大体苦

情として地域住民から保健所に相談が来るので、お宅を訪問すると、知らない人が来たという



ことで犬が一斉に吠えることにより、多頭数いるというのがわかる。 

・猫については、外からは分からず、家のカーテンに不自然なシミが沢山あるとか、家の障子と

かふすまの様子に不自然さを感じるだけで、匂いがあれば分かるが、鳴き声等では確認できな

いのが現状。参考にさせていただく。 

 事務局 

・先ほどの徳間構成員のお話に参考として、２年ほど前から市町村が持っている犬の登録原簿に

ついて、市町村長の判断で死亡をしていると思われる犬については、その原簿から削除すると

いうことができるようになった。 

・それまでは、30年だろうが、犬の寿命的におかしい犬の登録が残っていても、市町村長の判断

では削除できなかったものが法律改正によって削除ができるようになった。 

・市町村が死亡した場合の手続きを周知するというのは、大前提ではあるが、今後死亡推定によ

る犬の登録原簿の削除ということを行うことにより、状況は変わってくる。ちなみに 25 歳以

上で削除できることになった。 

 大河内構成員 

 ・補足として、多頭飼育に関する届出の説明をしてはいかが。 

 事務局 

・先ほどの多頭飼育の把握について、これは県の条例で定まっており、犬猫合わせて 10 頭以上

を飼育している場合には、条例に基づいて保健所に届け出をする必要がある。 

・ただ、届け出制度である以上、強制的に行わせることが難しく、基本的に保健所が苦情を探知

し指導して、10頭以上いるから届け出をするように指導しているのが現状。 

・先ほど意見にもあったとおり、把握が重要というところは、まさにその通りだと思うので、多

頭飼育届け出の周知についても、同様に考えていかなくてはいけないと思う。 

 福井座長 

・次に、改正動物愛護管理法が令和元年に公布されてから、今月から完全施行（実際には第二種

動物取扱業者の頭数制限の経過措置が令和７年５月 31 日まで）になり、第一種動物取扱業者

の従事者１名当たりの犬猫の保管飼育できる頭数の制限を行い、犬では１人あたり 20 頭、猫

については 30頭、繁殖に供する場合には 15頭という制限を定めた。 

・ここで、古山委員に伺いたいが、何か業界への影響等の情報等あれば、共有願う。 

 古山委員 

・ジャパンケネルクラブとすると、その組織があまりにも大きく、私は訓練士が主流となる役員

のため、ペット業界いわゆる繁殖業者にはいろんな方がいる。そこで意見がどうしても割れて

しまうが、圧倒的にジャパンケネルクラブはペットの繁殖業者の方が多く、８割以上役員が構

成され、その他にも大学教授が理事であったり、国での経験がある者が理事となっている状況

ではある。役員の８割が、繁殖業者なので、頭数の制限の法施行には、かなりの反発が出てい

ると思う。表立って、反発の発言はしないと思うが、やはり、犬の繁殖販売の世界は今まで不

透明な部分が多かった。ようやく、繁殖・出産を含む個体管理することが最近出来てきたもの

だと思える。 

・生き物を相手に仕事をしているので、昨日生きていた個体が明日死亡することもある。実際に

今回の改正法を受けて、事業者には確かに困っている人もいると思う。急に法改正されて困る

と言っている事業者もいるが、私から見れば急な法改正ではないことは分かる。 

・大手の犬猫の販売会社も大型の施設を設置し、その施設の写真を見たことがある。その会社に 

 はジャパンケンネルクラブの役員がいるが、適正なケージのサイズで基準に全て合った施設を 



 設置している。やはり飼養管理基準の規制強化等について反対していると思う。 

・このようなことから、ジャパンケネルクラブとすれば、規制強化に対して反対している者が多

く、事業者を苦しめているという意見は多いが、どんどん進めて良いと思う。 

・このような組織であることから、全て一つの答えではない。 

 福井座長 

・貴重な情報をいただき、ありがたい。今後また新たな動きも出てくる可能性もあることから、

国の方向性や事業者の方向性などの動きがあれば、この場にて情報提供したい。 

・次に、災害対策について、今年度も研修会や市町村、獣医師会、長野市・松本市とそれぞれ進

めていると思うが、動物愛護センターから何かあれば。 

 矢島構成員 

・動物愛護センターでは、研修会を今月末に公開講座として予定している。６月 30日日曜日に、

改めて災害時の避難について学ぶということを今年度も実施し、また多くの住民に同行避難な

どの仕組みについて、知ってもらいたい。 

福井座長 

・何か言い残したことは。 

徳間構成員 

・ブリーダーさんに対する法規制が色々あるが、犬の立場を考えた法律なのか、疑問に思う。 

・例えば、ブリーダー１人当たりの頭数制限があり、60頭の繁殖犬を飼育しているとして、オー

クション市場の価格が変動するために一概には言えないが、夫婦が生活し、従業員２人雇うだ

けの売り上げはないと私は思う。色んな角度から計算が、例えば、ブリーダーが繁殖のために

交配料を払うにしても小型犬の場合、年に２回は産めないから、せいぜい年１回だと思う。 

計算していくと、どうしても仕事として、生業としては成り立たないというような計算になっ

てしまう。コロナ禍のときのように犬が高値である場合は別である。 

 ・犬の立場になって、幸せにステップアップをすると繁殖業者さんが繁殖引退犬としていう形で

次の犬生で幸せになってくれるようなことの取り組みをやっていきたいと思って実際に活動

している。ただ、私 1人がやるのは、非常に焼け石に水的なところもある。 

 ・長野県の繁殖引退犬ということで、行政で繁殖引退犬という言葉を使うのが適正かわからない

が、ブリーダーが困ってる繁殖引退犬の譲渡会を開催したらよいと思う。今までの経験だとや

はり犬１頭当たり３万円ぐらい健康診断やワクチン等の費用がかかっている。このことから、

場所の提供とか、人の提供とかをお願いした。以前に、ハローアニマルで４・５回譲渡会に使

用させてもらったことがある。もっと繁殖引退犬について、犬の立場になって新たな飼い主を

探してあげたいという気持ちが強い。 

 福井座長 

・犬の繁殖業者からの引き取りは我々行政には、壁があるけども、非常に新しい考えとか次の政

策みたいなご提言いただいた。 

事務局 

・８年前に貴会（動物福祉協会）から依頼があり、動物愛護管理法の法律のことについて動物愛

護センターでお話した。その後福祉協会さんが動物愛護センターの１階で猫と犬の譲渡会を開

催したのを覚えている。動物愛護管理法では、保健所で引き取りを拒否できる案件の一つとし

て動物取扱業者から繰り返し動物の引き取りを求められた場合がある。全ての犬猫の引き取り

について、保健所としては、まず最初に飼い主責任ということで飼い主が新しい飼い主を探す

というのが原則となっているが、今徳間構成員からの話のように法案改正を受けての状況であ



るとか、事情があれば、保健所では絶対引き取りを拒否しているわけではなく、引き取りを拒

否することができる規定なので、引き取りを行っている所もあるとは聞いている。頂いたご意

見については参考にさせていただきたい。 

 

 （４）長野県動物愛護管理推進計画に基づく推進計画について 

福井座長 

・推進計画の活動の中で特に各分野における割り振りについては、昨年のご意見をもとにして

飼い主に求める事項を資料の一番右に今年は追加している。あと、令和６年度の活動について

ということで示していますが、何かご意見は。 

・継続的に各種啓発をしていかなければならないと、その方法について、手を変え手法を変え

て、先ほどの狂犬病予防接種率の話ではないが、なかなか啓発が届かないと、啓発を確実に伝

えるためにはどのようにするかも含めて、それぞれの分野でチラシや、ホームページを作成し

てるが、要望や意見があれば。 

  佐藤構成員 

・いろんな対策が項目別になっており、わかりやすいと思う。これに対して、いろんな課題が

その項目ごとに出るとは思うが、それぞれの課題がこの全体の流れの中でストーリーの部分に

なっていると、更にわかりやすいと思う。例えば、災害時においてこそ、犬の登録をしっかり

しとかなければならないっていう紐づけが必要。あの各課題になってるとすごく発信の仕方と

しては別々に発信しなくても分かりやすくなっていくのではないか。そのため、狂犬病の予防

接種をしておかなければならないし、犬の登録もした方が良いという、理論武装というか、理

論が出来上がっていくのかなと思う。 

福井座長  

・ありがとうございます。紐づけをして、課題の横の連携をつけていくということ参考にさせ

ていただきたいと思う。他に何かご意見は。 

  竹田構成員 

・新たに県民に求める項目ができたのでいいなと思う。あとは先ほどから議論になっている行

政等伝えたい側から情報発信しても、受け取ってもらえるかということが一番の課題ではない

かと思う。 

・これも昨年のこの場で話したが、やはり飼い主方が普段行く場所はどこかというと、ペット

フードを買いに行くのは量販店である。動物病院もあるが、動物病院には動物が病気にならな

ければ行かないから、それを考えると、量販店のペットフード売り場に何か、目立つようなポ

ップかまたは、先ほど話があったような、今これやらないとこういう危険があるといった、少

し危険性を煽るというとちょっと語弊がありますが、そのぐらいの掲示をやってもいいのでは

ないかなと思う。また、ポップ作りも、ペットフード会社に協力してもらい、うまくやれたら

いいと思う。 

大河内構成員 

・今の竹田構成員の話について情報提供させていただく。長野市は実施しており、数年前にポ

ップを作り、ペットフード売り場に挟んで立てるものを作成した。多頭数飼育する人は大量に

フードを買いにくる傾向があると思われたので、「不妊去勢手術しましょう」ということで、結

構きれいなポップを作成して、そのポップを立てかけてくださいと量販店にお願いした。その

後、量販店が実際に掲示してもらえたかというのはまた別問題ではあるが、実際に実施はして

いる。 



  福井座長 

・よろしければ、今度掲示を依頼したポップを共有してもらいたい。 

・あと何かほかに。教育委員会では何か啓発や学校サイドからできることがあれば。 

大原構成員代理 

・学校としてできることは、例えば道徳の授業等で生命の尊さや自然愛護といった内容項目を

扱う中で、動物への関心を高めていくようなことを考えていくと、いいのかと思いながら、話

を聞いていたところ。 

・また小中学校の現場においては、昨年度の調査から、約 40%近くの学校で何かしらの動物を

飼育しているという結果があるので、そのようなところからも動物への関心を高めたり、動物

愛護という視点を培っていけたりできると感じているところ。 

矢島構成員 

・関連として、動物愛護センターでもいのちの教室がある。普及啓発では関連した内容を動物

愛護センターでは実施しており、大原構成員代理からの話にあったように、子供たちというこ

とで、保育園児や幼稚園児が遠足で、動物愛護センターに訪問がある。そこで、センターの見

学をしながら動物のふれあいをして、また昼食を食べながら過ごしている。 

・また何かのきっかけになればいうことで、東信地域の小学校が中心になるが、定期的にふれ

あい教室に来ていただき、犬や猫にふれあい、動物愛護について関心を持ってもらう。 

・2000年の開所し、25年目になるが、このような活動を地道に実施続けて、まずは小さな子供

から動物に優しく触れ、思いやりの心をさらに育む、といったことを続けていきたい。 

  福井座長 

・ぜひ教育現場と連携して動物愛護センターでの実施の検討をお願いしたい。 

 

（５）多頭飼育問題に係る社会福祉と動物愛護管理の連携のための研修会 

  福井座長 

  ・多頭飼育問題に関わる多機関連携についてということで、多頭飼育の場合には福祉の課題も

抱えていることが多いことから連携していく必要があるというのが趣旨であり、市町村におい

てはその他重層的支援体制整備事業というのもあるかと思うが、佐藤構成員から一言お願いし

たい。 

佐藤構成員 

・はい。重層的支援体制整備事業も私の担当事業であり、10年ぐらい前であれば、担当部署ご

とに課題解決をするのがオーソドックスな形として実施してたのが、今は狭間だらけの社会課

題ができすぎており、部局を横断したり、部局をまたぎ解決していかなければならないという

社会課題ばかりである現状がある。 

・福祉であれば、医療保健福祉という形の連携体制が組まれやすく、また組んで実施している

という場合も多くなってきているが、連携先に住宅部局や動物愛護管理部局やまた、税務部局

のような本来関連性のないような部局との連携は、とても難しいイメージがあり、実際にいき

なり連携を求めても、相手に関係ないといわれる形になりやすい場合があった。 

・つまり連携をしたいと思ってる側としては、連携することが徐々に厄介事ということになり、

連携は厄介であるような形にもなりやすい。 

・先ほど当該懇談会が始まる前に数名と名刺交換し、お話したが、やはり普段できてないこと

が、いきなり本番迎えたとしてもできないというのが、私の頭の中にずっとあり、やはり連携

も普段の関係性がそのまま本番の関係性になったりするといったところで、そのきっかけ作り



になればということで、この研修会を実施する。 

・名前は研修会であるが、実は顔を合わせていろんな話をしながら、回数を重ねていくことで

関係性作ることを狙った研修会である。 

・もちろん知識の共有であったり、ある認識の共有も実施し、流れの中でいざケースが起きた

ときや、もしくはケースが起きそうな予防ラインのときにきちんと相談し合えるような関係性

を、この研修会を積み重ねていくことによって、できれば来年にうまく繋がっていくのかなと

思っているので、絶賛参加を受付中である。構成員の皆さんも是非参加願う。 

  福井座長 

・ありがとうございます。６月 24 日に松本から開催予定。県社会福祉協議会と県の共催でこ

の研修会を実施していくという予定。何かご質問は。 

・新しい試みというか多頭飼育問題に対応するガイドラインを環境省が令和３年のときに作成 

された。 

古山構成員 

・私が参加することも可能か。 

佐藤構成員 

・もちろん参加していただきたい。いろんな視点でのご意見や話がその場で出ればよいと思う。 

福井座長 

・他に何か。多職種連携の研修会については、今年実施し、また次回で報告できればと思う。 

 

（６）その他 長野県動物愛護推進員について・動物の正しい飼い方普及月間について 

福井座長 

・まず推進員について動物愛護管理法に基づいて委嘱している制度であることと、推進員を２

年間任期として今年１名公募で委嘱をしましたという内容。 

・それと６月の普及月間であるが、実は私が 10 数年前に動物の担当の際に当時も６月の月間

はあったが、今年と見比べると全く何もしていなかったというのを反省して見ていた。以前よ

り、だいぶ進んだと思っているが、何かこの推進員または月間についてご意見・提案等も含め

て。 

・松本市では、またいろんな活動をされてると思うが、紹介も含めて何かあれば。 

  ・普及月間のことや、松本市の懇談会のことでも。 

  半田構成員代理 

・松本市としては松本市動物愛護推進懇談会を設置し、本日出席の竹田先生も委員として降籏

支部長にも委員として意見をいただいている。この懇談会では昨年度、松本市の動物愛護管理

に関する基本方針を、いろいろなご意見をいただいたなかで市として動物愛護についてどう考

え、何を中心に行っていくのかという方針を策定し、公表しているところ。 

  ・中核市で動物愛護管理の方針を策定しているところが全国的に殆どないなかで、松本市独自

の地域性や松本市で積み上げられてきている動物のボランティア団体の活動や、総合的に踏ま

えながら、今後どのように松本市として取り組んでいくのかという事を策定している。 

・今まさに策定した基本指針をどう現場で落とし込むかということを実施しているところであ

り、まずは普及啓発が何より大事だということで、今一つ一つの発信の仕方や、保健所が言い

たいことを詰め込んで相手に言っても、相手は受け取ってもらえないという実感があるので、

受け取る側がどのように思うか、どうすれば受け取ってくれるのかということを考えながら工

夫をしている。具体的ではないが、チラシ１枚から見直しているような状況である。 



福井座長 

・無理に振ってしまったが、松本市の普及啓発活動を月間に絡めて説明いただいた。その他何 

かあれば。 

古山構成員 

・長野県動物愛護推進員の公募等について含めて発言するが、ジャパンケネルクラブは血統書

を発行する団体でもあるが、同時に各種犬の地位を向上させるために飼い主の動物愛護の精神

を高揚させるようなイベントを開催している。 

・毎年９月に、諏訪地域でアジリティ競技会を開催している。アジリティというのは、いわゆ

る障害物を跳んだり跳ねたりするドッグスポーツと呼ばれる競技である。 

・その他には、今年 10 月後半にドッグショーいわゆる品評会を私が所属している長野県連合

会という大きな組織の主催で２日間にわたり開催する。上伊那地域の南箕輪村の地域の協力の

もと、後援をもらい開催する予定。 

・例えば、今までも活動を行ってきてはいるが私も訓練士なので、災害救助犬を育成しており、

周知するために、災害救助犬の写真や、この前の地震にも出動した活動報告をしたり、いわゆ

るその競技を行っている場所で、災害救助犬の活動を報告し、来場者に周知するためにブース

を設けている。 

・あとは犬のしつけ方教室も同時に開催している。長野市保健所が動物の正しい飼い方普及月

間事業としてしつけ教室を開催と報道発表していたが、ジャパンケンネルクラブはそれをやら

なくては、行政と同じように周知してもらえないのか。活動をしているけれども、懇談会の構

成員という立場になったので今何が言いたいかというと、その推進員の次期委嘱を外されると

の説明を受けたので、だから私たちも活動をきちんと発表した方がいいのか、今この場が私に

はあるが、あえてそんなに周知に長い時間を取るべきではないと思ってあえて積極的な周知し

ていないだけであるが、活動報告というのを推進員は行った方がいいのか。 

事務局 

・推進委員は所属してる保健所に活動報告をすることが義務付けられている。現在、推進員の

中には保健所と全く連絡をとっていない推進員もいることから線引きのために、今回あえて強

く活動報告等を周知した。 

・古山構成員は、当該懇談会の構成員の役に就いており、ほぼ仕事の毎日全てが推進活動の一

つとも考えられることから、もちろん保健所に報告いただいた方が、保健所も知ることになる

し、場合によってはその会場で保健所が啓発のために何かブースを設けたい等、お互いの連携   

になる可能性があることから、教えてもらえれば大変ありがたい。 

・委嘱に対して２年の任期であることから、２年後に再び保健所長が推薦するか判断し、更新

するという流れである。 

徳間構成員 

・私も推進員の委嘱をこのたび受けたが、本当に何も活動せずに何十年の人もいる。 

事務局 

・実際には、そこまで県では本気で推進員の活動について調べていなかったため不明。 

徳間構成員 

・周りに活動しない推進員がいて、不思議な気がしたが、例えば２年任期ならば、事前に継続

するか意思の確認とか、あの行動報告とかっていうのは何か、それから推進員全体の長野県の

推進員の全体の講習会とかミーティングとかそういうのはないのか。 

 



事務局 

・先ほど説明した資料の中にもあるように、少なくとも年に 1回は研修会を実施している。 

やはり都合が合わないであるとか、講習会の会場が小諸にある動物愛護センターで開催するこ

とが多いことから、遠方のため来れないという推進員もいる。そのため、今月の６月１日に実

施した研修会については、オンラインの参加であるとか、サテライト会場ということで小諸の

動物愛護センターまで来れない推進員のために最寄りの保健所で同じような研修会場を設け、

一緒にオンラインで講習を受ける場も設けた。 

・できるだけ推進員が出席しやすいようにと、県や保健所として推進員にお願いする以上、い

ろんな手段方法を揃えなければと思う。 

徳間構成員 

・大きな意味では何か皆が共有できる一つの目標があればよいと思う。するとまとまる。 

  福井座長 

・他に何か意見は。では全体を通して、何か話したかったなとか何か、あれば。 

竹田構成員 

・普及啓発に関するところでふれあい活動であるから、対象者は主に小・中学生、場合によっ

ては保育幼稚園ということになるかと思うが、私の大学でも、動物を飼っているが飼養衛生管

理エリア（参考：家畜伝染予防法に規定されている病原体の侵入を防止するために衛生的な管

理が必要となる区域のこと）の基準が非常に今、厳しくなっており、以前実施していたふれあ

い活動が正直できていないところもある。 

・大学だけでなく、他にも家畜とのふれあい活動をされてるとこあるかもしれないが、家畜衛

生の部分とのそのふれあいは、よい落としどころというか、何かマニュアル的なものがあれば

教えていただきたい。マニュアル等を活用して、以前実施していたようなふれあい活動もでき

るのかなと思う。また何か情報があれば情報共有いただければと思う。 

  福井座長 

・参考にさせていただきたい。 

・貴重な数々の発言ありがとうございました。今後の動物愛護管理施策の推進に生かしていき

たい。懇談会としては以上とさせていただく。 

 


